要約 スピードは多くの競技の基本的 構成要素であり、スプリント能力が パフォーマンスの成否を左右する ことは珍しくない。本稿では、子ど もの小児・青少年期におけるスピー ド の 発 達 を 検 証 し た 諸 研 究 の レ ビューを行なうが、特に、動作スキ ル、生理学的因子、バイオメカニク ス的因子がスピードの発達に及ぼ す影響に焦点を当てる。また、小児・ 青少年期を通じてスピードの発達 を最大化するための長期的トレー ニングを計画するにあたって、ス トレングス＆コンディショニング コーチにガイドラインを提供する。 たがって本稿では、包括的な意味での スピードの発達を考察する。 基本的運動スキルとしての スプリント 基本的運動スキル (FMS) とは、子ど もが習得すべき物体制御スキルと移動 運動スキルを指す。後者にはホップ、 ジャンプ、ラン、そしてスプリント能 力が含まれる (42) 。小児期は、スプリ ントに関連する動作スキルの発達にお いて特に重要な時期であるとみられて いる。なぜなら中枢神経系が急速に発 達し続ける 7 歳までに、成人の歩行能 力が獲得されるからである (47) 。スプ リント能力は、パフォーマンスの結果 (すなわちタイム) によって測定される ことが多いが、子どもが適切なスキル を用いて熟達した方法でスプリントを 行なっているかどうかを確認するに は、さらに詳細な分析が必要である。 序論 子どもと (16,35) 、成人両方におい て (34) 、スピードは競技パフォーマン スの成否を左右することが判明して いる。そのため多くのコンディショニ ングプログラムは、スピードの向上を 主要な目的に掲げている。スピードと は、素早く動く能力を指す包括的な用 語であるが、陸上での競技においては さらに細分され、踏み出しの素早さ (11) 、加速、最大スピード、ゲームス ピード (18) が含まれる。スピードを構 成するこれらの要素は、いずれも子ど もの成長や成熟とともに発達するとみ られる。しかし、小児・青少年期を通じ てこれらの要素の発達を支え、そのト レーナビリティを示すメカニズムはま だ明らかにされていない。また残念な がら、子どもを対象として、スプリン トの様々な側面の発達とトレーナビリ ティを検証した研究は存在しない。し

